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農
地
の
保
全
策
は

　
　
　中
村 

忠
行 

委
員

問

　認
定
農
業
者
会
の
会

員
構
成
を
見
る
と
、
中
長

期
的
に
耕
作
放
棄
地
を
出

さ
な
い
対
策
が
必
要
。
農

地
を
農
地
と
し
て
守
る
た

め
に
は
、
高
齢
の
農
業
者

が
長
く
農
業
に
携
わ
れ
る

こ
と
が
第
一
の
対
策
だ
が
、

農
地
面
積
に
対
し
て
、
担

い
手
が
少
な
い
。
中
長
期

の
農
業
振
興
策
に
つ
い
て

伺
う
。

答

　産
業
課
長

　現
在
、

認
定
農
業
者
は
、
個
人
が

１
１
５
人
、
法
人
が
１０
組

織
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
で

は
個
人
が
４２
人
で
あ
る
。

　そ
の
う
ち
６２
歳
以
下
は

１
０
６
人
と
み
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
一
人
当
た
り

の
耕
作
可
能
面
積
は
１５
．７

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
見
込
ん
で

い
る
。

　農
協
や
関
連
協
議
会
と

率
直
な
意
見
交
換
を
し
な

が
ら
進
め
て
い
る
が
、
今

後
も
様
々
な
団
体
に
耳
を

傾
け
、
制
度
設
計
を
検
討
、

研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
鳥
獣
被
害
対
策
を

町
営
住
宅
の

　
　

  

雪
下
ろ
し
は

　
　
　沼
澤 

道
也 

委
員

問

　決
算
審
査
意
見
で
は
、

町
が
雪
下
ろ
し
す
る
こ
と

が
悪
い
よ
う
な
指
摘
で
あ

る
が
、
町
営
住
宅
は
現
実

的
に
自
分
で
す
べ
き
も
の

か
。

答

　環
境
整
備
課
長

　家

賃
に
は
雪
下
ろ
し
分
は
算

入
し
て
い
な
い
が
、
人
口

減
少
対
策
も
含
め
、
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
実
施
し
て
い

る
。　た

だ
し
、
羽
場
の
戸
建

住
宅
で
は
、
当
初
は
入
居

者
が
行
い
、
排
雪
は
町
が

対
応
し
た
経
緯
も
あ
る
。

　街
な
か
公
営
住
宅
24
棟

は
当
初
か
ら
雪
国
の
生
活

の
軽
減
と
し
て
、
町
が
対

応
し
て
い
る
。
自
分
で
で

き
る
こ
と
は
自
分
で
対
応

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お

願
い
し
て
お
り
、
雪
庇
除

去
な
ど
に
も
道
具
を
貸
し

出
し
て
い
る
。

　今
後
は
使
用
料
の
あ
り

方
や
定
住
対
策
の
視
点
か

ら
も
考
え
方
を
整
理
し
、

ど
う
い
う
形
が
い
い
の
か

検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
類
似
団
体
と
の
比
較
と

　は
・
全
庁
挙
げ
た
事
務
改
善

　と
は

・
移
住
者
の
そ
の
後
の
状

　況
は

・
地
域
運
営
組
織
形
態
に

　つ
い
て
の
総
括
は

・
か
ね
や
ま
子
育
て
応
援

　カ
ン
パ
ニ
ー
申
請
法
人

　の
現
状
は

・
新
農
業
振
興
計
画
の
そ

　の
後
は

・
子
ど
も
に
対
す
る
虐
待

　事
例
は

定
住
促
進
住
宅

　
　
　

 

整
備
事
業
は

　
　
　早
坂 

憲
明 

委
員

問

　２４
年
度
か
ら
２８
年
度

ま
で
、
総
額
約
５３
億
円
の

投
資
的
事
業
を
実
施
し
、

投
資
事
業
が
財
政
を
圧
迫

し
た
。
現
在
の
財
政
状
況

の
中
で
、
定
住
促
進
住
宅

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。
町
長
が
任
期
中

に
そ
の
整
備
事
業
に
つ
い

て
責
任
を
全
う
で
き
る
の

か
、
実
現
で
き
る
と
確
信

を
持
っ
て
い
る
の
か
。

答

　町
長

　任
期
は
来
年

４
月
で
あ
り
、
今
す
ぐ
に

は
で
き
な
い
と
考
え
て
い

る
。
移
住
施
策
は
住
ま
い

が
大
事
な
た
め
、
転
入
を

希
望
し
て
も
建
物
が
な
け

れ
ば
住
め
な
い
。
受
け
皿

の
整
備
は
あ
る
べ
き
姿
。

い
つ
に
な
っ
た
ら
と
い
う

こ
と
は
明
白
に
は
申
し
上

げ
ら
れ
な
い
。

平成
30年度
決 算
事業見直しへ多様な質問
～財政健全化に向けた取組を～

問答

問答

問

答

矢口政一   決算特別委員長

検討される町営住宅の雪下ろし

確かな保全で実りある農業へ

先が見えない定住促進住宅

　平
成
３０
年
度
の
予
算
（
一
般
会
計
、
６
特
別
会
計
）

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た

か
審
議
す
る
た
め
、
決
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

委
員
長
に
矢
口
政
一
議
員
、
副
委
員
長
に
栗
田
保
則
議

員
を
互
選
し
、
９
月
９
日
に
松
坂
忠
良
代
表
監
査
委
員

か
ら

　各
会
計
決
算
意
見
書
の
説
明
を
受
け
、
１１
日
と

１２
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
決
算
状
況
を
審
議
し
た
。
委

員
長
を
除
く
９
名
の
委
員
が
質
疑
を
行
っ
た
結
果
、
全

会
計
の
決
算
に
つ
い
て
全
員
賛
成
で
認
定
し
た
。 

決
算
審
査
意
見

決
算
審
査
意
見

松 

坂

　忠 

良

　
　代
表
監
査
委
員

　一
般
会
計
並
び
に
６
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
、

事
項
別
明
細
書
、
実
質
収
支
に
関
す
る
調
書
は
、
法
令

に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
決
算
計
数
は
、
関
係

帳
簿
及
び
証
拠
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
誤
り
の
な
い

も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　主
な
財
政
指
標
で
は
、
起
債
制
限
比
率
１.８
％
、
将
来

負
担
比
率
５９
．４
％
、
実
質
公
債
費
比
率
９.１
％
と
な
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
問
題
は
な
い
も
の
の
、
基
金
残
高
が
減

少
し
て
い
る
の
で
、
財
源
不
足
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　財
政
運
営
基
金
は
標
準
財
政
規
模
の
５
％
以
上
を
堅

持
し
、
全
庁
あ
げ
て
の
事
務
事
業
の
見
直
し
を
徹
底
し
、

財
源
を
生
み
出
し
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
安
定
し
た
財
政

基
盤
の
構
築
に
務
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

決
算
特
別
委
員
会

町民ホール

９月
９･１１･１２日

平成30年度

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

各会計決算状況

５０号

５１号

５２号

５３号

５４号

５５号

５６号

一般会計

国民健康保険特別会計（事業勘定）

国民健康保険特別会計（直診勘定）

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

水道事業会計（収益的収支）

水道事業会計（資本的収支）

会　　計　　名議案番号 歳出決算額

（単位：円）

歳入決算額

50億6242万円

1378万円

4億 712万円

8億3159万円

6392万円

6838万円

1億7330万円

1億9957万円

0万円

47億5256万円

1289万円

4億 24万円

7億9940万円

6244万円

6447万円

1億6385万円

1億9052万円

7825万円

平成３０年度各会計決算提出議案
～全員賛成で認定される～


